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FM差電…充キャリヤリレー装置
Current DifferentialCarrier Reiaylng EqulPment Using

FrequencY Modulation TechnologY

払料‾_l三系統では,大祐二:【と送′主旨拙あるし1は3古f.㌔=′-送′;に拙か娃,‾丁注される1(迩にあるが､

このような系統においては一札捌束=仙ノ+一弘■i】こ-肘咋に流人′｢に流の -1部が胤Illするなどの

+丸敏があり,従水過川さjLているトラニイこ】=七較キャリヤ り い--‾方式では促.稚が【木l珊とな

る｡二れを解ブノこするため,イ払渡トスニ州終端卜r･のうに流池形を朋地政変朋L,マイクロ披

山;和之(一汗ラー了イ毒1二城)で州ノブ二に仁ミ送しでトラことにより.パイロットワイヤ りレーメイ上じと

い川‡の計i‾-は†允特作を得るFM差ノ芯†允キャリヤリ レーーーメナJ〔を卜汁j子己した｡

本‾方Jじは巾恥圧力休ン〔会什とのj【こ川研究により川-+了己Lたもジ〕で,`′j三川化に光二i:仁ち

町川】49年3′‖よりノ去系統(275kV)でり三｢日化.三Jし駆を了‾ユ‾‾な一ンた′_ヰこ和■.iでr･上fl:.さi妄りレーノブ

式の原判!と和一l■ど卜枚びり三J=化J言JしF険結果について述べている｡

l】 緒 言

`.はプJ㍑子安ク川りヾに刈･処するため,超.‡tJjt上ノ女ひ､超ヤ111fiト†i系統

など主幹系統の拡リ1三強化が進められているが､瑞鳩r.1こ仝や川

他の収才ミ川†ミなどグり卜会肺勢かごノ,耕しい送Jiに線のノ挫.-;注が木見

ではなくな/〕てきている｡二のため,人件上i‡j圭一;E糾とや,此.言没

j去1=E拙からの分帖による3立■～′.=′一送屯紙が埋設される1ti出にあ

る,｡これを付こ,稚の何か⊥二J見た場ナナ,rノ1招王;車■牧が発そt÷Lている

にもかかわらず流ノ､竜枕の一i怖がi允.リ_-1するなど,J光れ‾ト詐系

統で才采川Lている位村l比較あるいはブナl叫比較キャリヤリ レ

ー一方式では似.撼が凶判仁となる間長男の先生が二｢恕される.｡ニ

のようなi深f避をイJ▲する/卜綾のこと幹系統へグ)旭川を‖的とし

て,1い部う盲力株式祭礼との八1祁肘妃により波形仁ミj去ほ術をイナ

幼にf爪f-1JLた新城月とのFM差`.は流キャリヤ り レーーノノ〕-(を15i+

発Lた.〕本‾ノブプ℃は仰l稚l犬川終端=′･クーうーに胤瞬時仙を一月池放て変i粥

げrequency Modulation二以‾卜,F九1と略す)しノ､マイクロ

兆Ll-り拙によ′〕て仁tう去することにより､パイロット ワイヤリ

レーノJ式.･と川恍グ)羊ノ】て三流才､】什卜をイ亡上るもグ‾)である､.

以卜に,イこリ レl-‾ん‾J‥(♂つJ弓びrと.と才十件,

化.言∫し【験♂)結果につし､て述べるっ
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国 電流;充出現象と保護方式上の問題点

2.1 内部事故時の電三充;売出現象

ノヾ′〆‡_‡■_i二j壬ノ.一に鵜とや3端H去+.とこ拙(1)では,†札捌ズニⅠ==勺に小泊か

碓′卜Lているにもかかわノノず,仏土.似-メェ川ノ‾)Jて71;より川+ラメ‾己ある

いごま■Jりf立ノlにi允ク)･J一;こl;が枕.1】卜j､る税敏かごタ)る(二7図1(a)はノヾ7F‡1ミニ

ノi去ノ.に剖=ニムけるノーに流流川一呪考こを1j‾妃叫+LたLグ‾)で,Fノ.1=二l勺たⅠ;

-･J寸1托が才色′トLた楊でナでも,1'･--クjl輔■Lにより■Jりi七∴】.-二`心rl三か伐
ると州淡かiパ己=1することがあるごっ 例えば, ▲例とLて500k＼J,

200km〇ノンモデル系統を一三貨1L†J,.言J･じ号1二Lた結氷では7---ク川汀ノ■L

の朱什に′土/ンては州j流流‡11に.上りIll-川ノ.iの′■は丁先の什ヰ‖ノ1か120一､ノ

130仕れり空にう皇する例があノノた._.

トノ∴ 図1(l))は3立f㌔,;J′･j_拉ノiに袖においてl勺糀-j川七帖に-州立ノーに

i･7了L♂)一.;‥Ⅰ;が流=する例で,2シバ力まA立‾J+ちiをl凋ん丈Lてj`出川しノてい

る城で丁,1ぢ一紙B端;に,i注しり∴〔Fに▲糾i立が梵′卜うlるとい汁小二/+こ

すように小はノ.一にi允レγ-.1糾がC古√ム主よりわ山l-1するく.姑い捌1こ】i乙･朱

r′i■てノぢ▲ノLれば,払■11ノ心jl己ご.土i允人′■‾に丁允〟‾)50%に姜+j上′i‾るニヒに

そ1･る_.

2.2 従来の保護リレー方式での問題点

以_卜〝)一ような系統に対Lては,上北/†三_い枠系統〝)似.准‥ し′一--

A端 /一l

上1

′′-, ト

1号繰 ノ･1

ナナJ(=-き一丁∴1)

呈J
2号線

¶

-r

(開放).～〔･i

(=二占J】■J

(-与)
C端 日韓上

注:()内は,F一にも同時に事故が発生L,流出電流が

50%となる場合を示すり

(b)3端子送電線における電涜

図l 内部事故時における電流;売出 大容量送電線や3端子系では,内部事故時に事故電流の一部が流

出L,位相比較キャリヤリレー方式では保護できなし､場合がある｡
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Jノ1

動作領域

不動作 韻域

J.1

J日(内部事故)

β=120度

Jβ(外部事故)

(a)一般送電線における事故

不動作領域 Jβ(内部事故)

†β(外部事故)

(b)大容量送電線における事故

図2 位相比較継電器の特性と電流ベクトル 位相比較継電器では,内部事故時に電流流出があると

位相特性上,不動作領土或に電;充ベクトルが入るため,保護不可能となる｡

方式として適用されている位相比較,あるいは方向比較キャ

リヤリレー方式では帆護が困難となる｡例えば,位相比較キ

ャリヤリ レー方式において,イ立和比較継電器のイ立柏特惟は図

2(a)のように示すことができる｡通常飢ま120度(2)前後に設定

きれているので,輔端の電†充イ立相差がこの値以下であれば動

作可能であるが､前述の大容量送電線のモデル系統における

試算例のように,両端電i充が130J望もの位和差を生ずると同図

(b)に示すように不動作となる｡また,3端子送電線における

事故電流のi売出時は,i売出電丁先の値によっては,同図(c)のよ

うに外部事故と判定し線路保護が不可能となる｡

以上の現象を比率特′作面で表現したものが図3である｡通

常の子売出う電流の影響のない内部皐一枚時は,P又はP'点となり

イ立村比較キャリヤリ レ【方式(片一方'の範岡が動作領土或.)で保

1穫が可能であるが,流出硯象が生ずるとQ点となるため保誰

が不可能:となる｡この問題を解決するためには,現在如距馳

-----一一丁ノ1Jβ-----

王【

弟ミ

.言
丁

l■▼■l

♂上.
◆､よQ

片

◆

打′

エ′

P′叫J｡.1(涜入)

(動作領域)×P

注:〟-だ′ 位相比載キャリヤリレー方式

エーエ′ パイロットワイヤリレー方式

P,P′ 内部事故(涜出電流なL)
Q 同上(流出電流あり)

図3 従来リレー方式の比率特性 電流流出を伴う内部事故を検出す

るためには,比率特性上⊥-⊥′のようにする必要がある｡
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JJi

ヽ
ヽ

J.4

Jr･(内部事故)

不動作領域

(c)3端子送電線における事故

j去′iに拙に旭川されているパイロット ワイヤリ レー方J((1i引当

エーエ′が動作i汀i城)と同様の差劫竿､帥仁を有するリレー方式が必

要となる｡

2.3 FM差電ミ充キャリヤリレー方式の開発

某1立流特性を杓るためには,各三瑞一丁の乍珪流‖確時他(人きさ

と位利l)をfェ二道回線によ り利l止に伝送する必要があるが,そ

の仁ミ送L叫線として従火の位.州比較キャリヤリ レM方式と｢i‾iJ

じ仁ミ送｢臼】線(古声帯ゴ或)を,そのまま使用できる点で有利なFM

仁二道ノノノ(を採輔したFM差電流キャリヤリ レープわ(を開発

した(3)(4)｡本装置ク)開発に際し次の点を北本的なねらいとした｡

(a)流入′丘i先の50%が)先出しても似.獲できること｡

(b)助作峠IJ‡]は主幹系統†米.言斐に安求される2サイクル以‾卜

とすること｡

-凶 FM差電i充キャリヤリレー方式の原理

3.1 動作原理

図4(a)は本方式を3端イ･送1老練に適川した場†ナのイ満成をホ

Lたものである｡保雌【丈帆を関む各端イ･では,電流の瞬時他

を′1丘統一ノー一に垣三変授部卜Ⅴで-_邑J-一三イ._i号とし,′fil:j或ろ波器(BPF)

を介し,にJ+三 周兆数召と検挑(Ⅴ-F)に中人する｡V-Fでは同図

(b)の二盤根亡け作によりIトい】〕波数′0を北畔とLて,人力イ‾ii-リ･の

j脚】山二比例した周波数仁号に変換する｡人力とV-アナH力との

波形対I芯を】i了J同(C)にホす｡一f上道川線は,イ】‾限な周波数帯士或帖(5)

を持つため､事故ノiE流に高次の高調波が含まれると,忠実な

i尾形r上ミ送ができなくなる｡二のため,高上渦i妓をi成古書させる目

〃JでBP Fを設けた｡不‖丁こJ端からのFMイ占号は周i妓数一屯圧

変授部(ダーⅤ)でう富拝イ‾i一言号に子兎i消し,目端電柱イ妄i号とともに,

動作判完三部にう導入する｡伝主引可維での迎延は,克之大となる端

子をJ占畔として逆進部により抽イ`ま二‡する｡マイクロ波搬送端fd

との貴紙しは,規定の仁子号レベルを調ヲ諾する減衰器とイン.ピ

ーダンス婆†ナ用の適†i-…変成器より構成する近イi一書糸与合部を介し

て行なう｡

3.2 動作判定方式

差う互i允牛利生としては,従来より母線仏と減リレー方式として

実拙のある,スカラM和抑制方式を北本とし,特に大電i充城

での変沈着:主(CT)誤差による誤動作l彷止対策として比率∃苛性

の放こ汚を回った｡3端子送`亡一己組への適用を例にとれば,(1)式

は従来プJ式による動作判延式であり,(2)式が今k!]紙用の動作

判フ三式である｡
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構成の一例を示す｡

2.J-Ⅴ 電流電圧変換

V-F 電圧周波数変換

F'一Ⅴ 周波数電圧変換

BPF 帯域ろ波器
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(a)構 成

図4 FM差電;充キャリヤリレー方式の構成 電流波形を周波数変調して,マイクロ波回線により相

互に伝送し合い,自端と対向端電流情報をもとに,所要の動作判定を行なう｡
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/
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外部事故

定誤差

線

CT誤差

流出電流填での

動作領域

最小動作値

エqム∫

流入電流和=｡＋～Iム)

(a)比率差動特性

ム ム士』J

(c)入力とい♪†出力波形

gノー 丘,∫】Jr
-

克2(∫川【J∫)≧〟

T T T
I

(動作別(第1の抑制力)(第2の抑制力)

渡御豆壷.‡

注二舟‥Å2=抑制係数

だ=最小動作値を決める定数

JJ=JJ止ムざけlよ‥l

J=J｡＋∫占十J｡

(b)動作判定部の回路構成

図5 継電器動作判定方式 低電流域では,抑制力を小さくすることにより流出電流域での動作領域を広

げる一万,大電〉荒土或では抑制力を大きく してCT誤差による誤動作を防止できる方式とした｡

(～｡十よゎ＋古｡ト如lよ｡卜十i∫ゎ卜十l～｡】)≧方･‥‥‥

ん:抑制係数,方:韓′ト動作値をブ火志する完三数

出力

･(1)
誤差を対象として係数丘1を決定L,‾疫に大電子兎城に才iいて,

(～｡十～b十才｡)】払(l～｡l十l～占卜十Ii｡り一ん2†lzαl十lよ♭けIg｡l一丁5)≧斤･･(2)

第1グ)抑制力 第2の抑制力

如,た2:抑制係数,∬:妓小動作伸を決起する定数

すなわち,従来の抑制力と同等の第1のj抑制力は図5(a)に示

すように,回路構成上生ずる固定誤差及び小1盲流域でのCT

CT飽和によりCT誤差が抑大した場合の誤動作を防止する

ために節2の抑制項を導入した｡(2)式における第2の抑制力

はスカラ【和(∑け1)が-一定伯(∫g)以‾卜ではゼロ,J5以卜では

た2で決まる大きな抑制効果を持つもので同同に示すように大

屯流域では飽和特惟として付二木‖比較方式と同等の特性を実現

させている｡(2)∫い二抵づく動作判定を行なうための回路柿成

を区15(b)に示す｡
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3.3 伝送回線

(1)巾賛[叶秘と密i洞仕恍

位州比較キャリヤリレーノブ▲J〔では-イIl当たりク〕位イ1けと帖付言

帥を--】ヤ声イ汀城1l_耶克とで仁七述してし､るため,本ノブJ‥しでもIifJじr∠七

j=別-11線でI叶紫♂)化さ.捌ご輔巨を子さ阜ることをオ.jらいとLた｢)ニグ)7二

め,変調什似である小心同池敢/｡と姑人間披致†砧柳】f,i』ん弧

の避1.とに際Lては∴刷i立′■這流のj泣人仙より砧小仙に1ミるまで,

I叶1上の誤差卜勺で耐紗什が柑ノ〕れるように,1ご1二声ノこi与‥j或ろブイ文一控ごきの

址祉柑什卜立とも.i址吐11引～りが′トきしり｢那岐数1.8kHzを./｡とLて選

び,』./ⅧⅩを1.OkHzとLた=

(2)仁七主削り拙で′卜ずる維.ゝ'1:と対策

FMf∠こ送プ了式は維∴二に強いノブJしであるが,マイクロ氾同紙

でのフェMソング(6)や池ナ∴装Liさニー三の`.一に柑変動(7)などによる外乱

が(Lじた場合､その岩手竿を受けるjiそれがあり､継電器が誤

動作しないよう考癒する必要がある｡図6はFM信号が,伝

送同線で外乱を′受けた場合の様相を電丁売人力がゼロの場合-を

側にとりホLたものである.っ 同同は,外乱でFMイ言号が開披

数変動をノ乏けた場†ナで,送信端′在i売人力がゼロであるにもか

かわらず,J｡が周波数変動＋』./.､･･1～-』ん2を√安けるため,

一三ナ∴をJ.㌔iのfki瑚｢1-1力には雄一∴二TE圧＋』Ⅴ八･1～-』t7▲､･2か∠上じる.=つ

これが糾ノー′に一汁蒜の動作判定別人プJとなり,＋』Vノ､71､-』Vノ､′2の

田川JT八rと大きさによっては糾一志音詩が誤判作することがキえら

れる｡二の仰の牲二l･■1二を拝め本柴｢モーモで才采J+-jLた雄二rtl二検出‾方J(の

ブロック同を図7にホす.Jl那Jヒ数公判による排.･11二はイi-;号[ril拙

と別に.設けた維イ11二t…fT工手比【､1川川1ほらエで検出する｡二の担糊ヱてゾ｡を

′～i川､仁子釈変j洞で送イi‾言Lていればレセj去い小三克之で外占Lが′-Lじ†.iサ山!満と

のFM†i言‾号が同地数変則を′ヱけても,/-,も同じ.ように変動を
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(J】±』J)

同上(第二相)

同上(第三相)

雑書監視回線

(E])

rム

→

11･､

r｡.J--～ノノ/

rj

▲-

』J

寸
外乱

(周波数変動)

肌/ →

′
･
′
′
一
⊆
＼
1

＼･･～､j･ノ′/

復
滞
･
F
手

拙調′､+

V

一時間

周波数変動の影響

通 信 結 合

---(第一相に同じ)

叫(同 上)

通 信 結 合

人 中心周波数(1.8kHz)

』､/周波数偏移幅=.OkHz)

斤'ノ′lノ′′

瞬断検 出

帯域外雑書

検 出

f'′′′t′′

ノ壬ける･ので,一之了∴糀にイ∴-リー上tjのダーⅤとIji什1ミ件のダーⅤを設け,

如に射た.11二1三り1L汚iこと刺門三判;立f㍍との悠性協一凋をと1ておけば､

図6で′1二じた糠.∴.ニノ■はJ=1三』mrl～』l′JV2が淋`■‾E語注占ごと動作に結び付

く仙以卜になると高速でこれを仰山し,糾`■に認諾出力を附l上二す

ることができる｡

終了∴㌧H■_り拙には瞬断検=祁のほか,†‾.て-ぢ･同地致イi;二域(0.8～

2.8kHzル1ケトク‾)同地数がイ.一言号人ソJにi比人Lた場f㌢を横川する

ノfiチ城外祢.捕‡州i■粥も,設けて,維l･一1二に対する話呉動作防1【二の織成

を卜判ってし､る(.J

n 装置の構成と適用

4.】 主継電器の仕様と特性

表1に主桝′iE器のナ_l二様をノJミす｡図8に動作時州年別生の実i刈

仙をホす-一.怒気三仰の150%人力で1.5サイクル動作が可能であ

り,装L琵とLての什_l∴り劇作峠l…与Jは2サイクル以‾卜である｡

4,2 装置の構成

図9に2端ナ1対IJり分の装‡岸の外観をホす｡本業試では小

1牧梯.1=‖毒附に詩語とLて,ノーに油菜什に呈iをき繁されず流.山一■宅流があ

っても■Ji拍検州が叶能な`■‾に杭州川て什不足`i‾Eり三継1宣岩こさを組み′ナ

わせ,1端与J.J当たり1何で帖J戊した｡柑に従火のキャリヤリ

レー‾ノTJにでは,イi言号仁ミ送裟i左を介してマイクロi妓搬j去端‡/J装

ii一■トヒの一之化Lをイfなっていたが,本装i琵では､上納1左端に変

fki洞部,j劇∴結ナナ部を内指させているため､イii弓一†上道装i引ま

1こ-安である-.また,上納ノ言盲諾主の一壬イi招】;ユニ

2去駄J′-,3古～,桔十のいずれの椛成に対して

川できるグ)で装置の標iや化が布端となり,

すし･｡

+沖

■◆
り

11､～Jノ

動俸判定

(インヒビット)

出力

動 作 判 定

(オア)

(阻止出力)

雑 書 判 定

ノトの茄脱のふで,

も,ltり一 一業F胃を過

+1Jり.没にも対九じしや

【司6 伝送回線で生ずる雑書

FM信号が周三度数変動や瞬断を受ける

と,復調出力に雑書電圧が生じ,継電

器が誤動作するおそれがある｡

図7 雑書検出の回路構成

各信号回線と雑書監視専用回線により,

継電器にとって有害な架臣音を検出し.

誤動作を防ヰLている｡図中大わく⊂コ
で示す-7ロックが雑音検出部である｡
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電流(整定借の倍数)

(b)

図8 主継電器の特性(実測値)(a)は事故電流の50%流出でも動作可

能とL,大電涜域では飽和特性とLてCT誤差の影響を受けない特性とLている二､

また,(いは整定植の150%入力でl,5サイクル動作を満足させている⊃

_
t
l

等l℡

葛い
Ⅶl】15

汐 巧

髄ぷ

gガ
巧′

麟

図9 FM差電流キャリヤリレー装置 変復調部は主継電器に一体化

している｡電流補償イ寸不足電圧継電器を事故検出用として組み合わせ,l端居

】面で構成Lている｡本写真は2端子送電線l対向分を示す｡

FM差電流キャリヤリレー装置 681

表l 主継電器の仕様 大容量送電線及び3端子送電線の保護が可能な

イ土様と Lている｡

N｡･ 仕 様

ll型 式 SローN-100K3

-一十
‾‾‾‾ ‾‾十‾ ‾‾‾‾

2i_竺_______竺J_▼__竺

3;整定範囲10･5A,■･OA,2･OA

⊥_≦そ些一L､____
(り 比率特性

20

や実

望10
繋ミ

人定値の2｡倍で飽和

4!特 一性

信号イ云遠方式

50%流出時でも動作可能

10 20
注:目盛は整定植の

流入電流 倍数を示す

(2)動作時間:整定植の】50%入力にて■.5サイクル以下

周波数変調方式:中心周波数(副搬送周波数)た-=l･8kHz

_′⊥_

通信装置との

インタフェース

最大周波数偏移』f｡一戸IX=t.OkHz

=1送信レベル:標準-8dBm但L,--8--3!dBm間

IdBステップで調整可能

(2)受信レベル:標準OdBnl,最小受信レ/くルー22dB†¶

受信レーヾル変動 十IDdB

(3′)受渡Lインピーダンス:600一之±20%平衡

(4)5/′N(副搬送波受信レベル/′雑音)ニ20dB以上

4.3 適 用

本装tiさ壬の適用限界は､車扱′心丸 イl抑充,充甘1=に流など系統

条件やCTの柑lプt三などの諸条件で異なるが,大略のf二lをとし

て,次のように設定することができる｡

(1)殻小検山感性

道化線延‾桁ノ長流の10%柑空｡什tし,I那り内充`】む拉涜が旅枕

できない場′㌣には,これによって誤動イうiしノないよう1モ桁を比

jムんだ幣てむが必要である｡

(2)J泣人小■l壬生`■-E校

外部一事j輔女≠≠の拍大過迎ノー‾E流は要吉岩肌(ふ立′ト動作仙)の20汀1二ま

で計器叶能〔J二の数仙はノト後.言t--l【i-_iされる‾iミ幹系統ではトウナな

仙二とィチえJっれるこつ

(3)1勺部小紋時の許′存流出1琵流

流人ノ芯流の50%以‾卜｡

同 試験結果

l二場ふ･し験に.より,柁々の詳細.‾;Jじ験を行ない,その作能を締

.さ忍Lた接,実際の仁二道l■一欄しと接続Lた均†トの1丁‡】捏∴㌔
特に排

工二1二の;;を三千苧や系統二!ji.牧に対する装FFこの】Jb勅を検,テiけるたれ
日2i

印49年3J‾-JよリLf】都電力株式会祉高根北部幹線(275kV,二｢=り主

84klⅥ)でり三周化.三∫い耗を行ち･った｡図柑はl二場.式験において3

端け送ノ,=正視を才則疑L､50%流Jf-1を什うノ拝古女を発_′トさせたとき

の助作オンログラムを小す｡各端十とも動作時l糊(卜りップ指

イナ)は19msで2サイクル以内の仕様を満足している｡昭和50

-fト3月までの1-fHJりにおける系統淑IFkは1勺部--■糾女1軌
外部

一淋f女2帥小8)でいずれも+_i三規動作､正規イこ動作の某紙を得た｡
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電流値はCT二次換算値を示す｡

(主継電器の整定植:0.5A)

B
- 8A

4A

′l 人

阜′Y､
(開放) 打

模擬系統図

臥0 動作オシログラム 3端子で50%流出を模擬Lて試験した場合の動作オシログラムである｡動作時

間19msであり,2サイクル以内の目標仕様を満足している｡

図】lは,英系統において迫イi子機電源を急変させることによ

り,周波数変動を発生させ,雑音検出機能の検証を行なった

場合のオンログラムである｡ニれに示したように一一般に周波

数変動は各相とも同時に生じており.共通に設けた雑音監視

lリ+線によって雑音検出及び阻止山力は確実に行なわれてし､る｡

自 端

F-t･r出力 (
雑書監視国緑

ダー打出力

相手端

F肌Vr出力 (
雑音監視回線

阻止 出 力

信号回線

雑書監視

阻止出力

主継電器

出 力

(
‡

第一相

第二相

第三相

第一相

第こ相

第三相

第一相

第二相

第三相

第一相

第二相

第三相

10ms

図IIFM雑音に対する応動確認オシログラム 周波数変動が各相と

も同時に生じており,共通に設けた雑書監視回線により雑音検出及び阻止出力

が確実に行なわれている｡
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如に,マイクロ波岨線のjキ波符に減衷器を入れて行なったフ

工【ソング校搬試験(8)や無線機税用予備一郎臭試験により,急､

激なレベル変動や､繰返し瞬断など,現状で巧･えられる†ム送

山線でク■)外乱をヲ邑生させた場fナ/女び実1祭に仁ミ迂路に発生Lた

フェージング ノイズや瞬断に対して,誤動作に結び付く雄11■ぅ‥

を確実に検出L,出力を阻止しており,過去1年間の動作実

益上一言でもそのイj‾効怖が検L址できた｡

l司 結 言

以上述べたように､本方式は位相比較キャリヤリレー方

式で保護岡雉とされていた大容量送電線及び3端子送電線の

保護方式として最適であり,伝送回線も,位相比較キャリヤ

リレー方式と同じ帯域(二拝声帯域)が使用可能である｡また,

伝送回線で生ずる雑音に対し,新しい雑音検出方式を開発し,

実用化試験におし-てその有効性を確認することができた｡

終わI)に,本装置の開発に際し御指導,御接肋いただいた

中部電力株式会社の関係各位,特に現地での実用化試験運用

に御尽力いただいた同社岐阜支店の関係各位に対し,厚く感

謝の意を表わす次第である｡
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